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1 ．まえがき 
 近年，自動認識技術の分野において無線通信を利用した

RFID(Radio Frequency Identification)技術が注目されてい

る．この技術は従来のバーコードシステム等の技術と比較

して，扱える情報量が非常に多く，見通し外通信環境下で

も読み取り可能である点，複数の RFIDタグを同時に読み

取れる点が利点である．しかし，屋内通信ではマルチパス

の影響を受けてしまい，検知エリア外へ電波が伝搬してし

まい検知エリア外の RFIDタグまで誤検知してしまう．実

際に RFID システムにおける物流管理システムにおいては

電波伝搬環境を優先して RFID による管理区域を配置する

ことは不可能であり，ピラミッド型電波吸収体を設置でき

ない場所に薄型電波吸収体を配置することでタグ読み取り

の誤検知を低減している[1]．この問題を解決するために本

研究では薄型で多層の誘電体からなる UHF 帯電波吸収体

を設計し，その有効性を明らかにする． 

2 ．薄型多層電波吸収体の設計 
 今回設計する電波吸収体は，文献[2]で設計されたもの

を参考にし，誘電体の層を多層化することによりインピー

ダンス整合がとれる周波数帯域を広げるように設計した．

ここでは実際に使用する環境を考慮し図 1 に示す通り，各

層の厚みを𝑇1, 𝑇2, 𝑇3として全体の厚みを𝑡 = 𝑇1 + 𝑇2 + 𝑇3 =

10 𝑚𝑚(𝑇1 = 𝑇2 = 3 mm，𝑇3 = 4 mm)として設計を行っ

た．多層化した損失性の発泡ポリプロピレン(誘電正接

𝑡𝑎𝑛𝛿 = 0.25)の表面の層にのみ，金属の円形ループを周期

的に並べた構造である．また，各層においてそれぞれ比誘

電率を変化させることにより薄型かつ広帯域化が期待でき

る．今回，検討した電波吸収体として表面周期構造に円形

ループを用いた薄型多層電波吸収体を使用する． 

 

図１ 検討した薄型電波吸収体 

 

  
図 1 今回設計した(左)モデルと従来のモデル(右)のインピ

ーダンス整合がとれる周波数範囲の比較 

3 ．数値シミュレーション結果 

上記右図に示した先行研究[2]では垂直入射で整合がとれ

る周波数範囲は 900 MHz~925 MHz で比帯域幅は 2.73 %で

あった．今回のシミュレーション結果では垂直入射では

880 MHz~950 MHzで比帯域幅は 7.65 %となり先行研究と比

べて誘電体を多層化し，それぞれの層で比誘電率を変化さ

せることによってインピーダンス整合がとれる周波数帯域

を広げることができた．また垂直入射のとき今回検討した

電波吸収体では 920 MHzにおいて-14 dBの吸収特性が得ら

れた． 

4 ．まとめ 
 今回，屋内通信の環境でマルチパスの伝搬の影響を低減

させるため電波に対して広帯域で吸収効果を得られる UHF

帯薄型多層電波吸収体を設計した．本研究では先行研究と

比べて多層化することによって比帯域幅は広がり，薄型か

つ広帯域化を実現した． 
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